








十島村の新型コロナウイルスワクチン接種の取組みについて！！Vol.２ 
十島村では、4～5 月にかけてフェリーとしま２の特別航海便を組み、新型コロナワクチンの一斉接

種を１6歳以上の対象者に実施しました。また、フェリーとしま２の船内で、帰島できない島民向けに新

型コロナワクチン接種を実施しました。現在までに、対象者の約 9 割以上が新型コロナワクチン接種を

受けております。また、令和3年6月1日からワクチン接種の対象者が12歳以上に拡大されました。

十島村では、１２歳以上１６歳未満の子ども達へのワクチン接種を、７月３日に佐大熊港で停泊中のフェ

リーとしま２の船内で実施しました。村内で希望する方の新型コロナワクチン接種を８月中に終了でき

るように計画しております。 
対象者 接種券配付数 １回目接種 １回目接種率 ２回目接種 ２回目接種率 

１６歳以上 ５３２名 ４８９名 ９１．７％ ４６２名 ８６．６％ 

12歳以上１６歳未満 ４９名 ３８名 ７７．６％ 今後実施予定 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ワクチン接種を終えても、感染リスクが０になったわけではありません。 
また、感染状況は地域において異なっています。命と健康を守るため、 
また医療機関への負担を軽減するためにも、引き続き「新しい生活様式」の実践を心がけましょう。 
 新型コロナウイルス感染症は、無症状や軽症の人であっても、他の人に感染を広げる例があります。 
感染症対策には、自分の体を感染から守るだけでなく、自分が周囲の人に感染を拡大させないことが 
不可欠で、そのためにはひとり1人の心がけが何より大切です。新型コロナウイルス感染症を含む各 
種の感染症の拡大を防ぎ、ご自身だけでなく、大事な家族や友人、隣人の命を守ることにつながります。 
１ ３つの基本を守りましょう。 
 ・身体的距離の確保（人との間隔はできるだけ2mあけましょう） 
 ・マスクの着用（熱中症に注意しながら、マスクの着用を続けましょう） 
 ・手洗いの徹底（家に帰ったら手と顔を洗いましょう。手洗いは30秒程度かけて丁寧に行いましょう） 
 
  
 
２ 日常生活を営む上での基本的生活様式 
 ・こまめに手洗いと手指消毒をしてください。 
 ・咳エチケットの徹底をお願いします。 
 ・エアコンの併用で室温を28度以下に保ち、こまめに喚起して下さい。 
 ・3密（密集、密接、密閉）の回避をお願いします。 
 ・健康状態に応じた運動や食事、禁煙など、適切な生活習慣の理解と実行をお願いします。 
 ・毎朝の体温測定と健康チェックを行いましょう。 

新型コロナウイルスワクチン接種後も油断大敵です！！ 
 





子育て支援拠点施設 各園の活動 
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～ 十島村子育て世代包括支援センターからのお知らせ ～ 

３か月児のアレルギー対策 

アレルギー疾患は「子ども自身の要因」、「環境要因」が複雑にからみあい、発症していくものと考えられて

います。子ども自身の要因には、「親がアレルギー疾患にかかったことがある」などの遺伝的な要因と、子ども

の成長にともなう生体側の要因があります。生まれたばかりの子どもは、免疫系や臓器が未発達であり、成長

に応じて影響を受けるアレルゲンも変化していきます。つぎに、環境要因とは外部からの影響のことをいい、

食べ物やハウスダストなどのアレルゲンへの接触（食べる、さわる、吸うなど）、大気汚染、受動喫煙、ウイル

ス感染などがあります。成長につれて、子どもの行動範囲が室内から屋外に広がったり、食事メニューが変化

したりすることで、接触するアレルゲンも拡大していきます。乳児期に現れやすいおもなアレルギー疾患は、

「食物アレルギー」と「アトピー性皮膚炎」があげられます。 

 

 

 

 

 

 










